
　

地
球
環
境
の
危
機
に
警
鐘
が
鳴
ら
さ

れ
て
既
に
半
世
紀
が
経
つ
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
米
ソ
を
中
心

と
し
た
核
開
発
競
争
は
世
界
各
地
に
核

兵
器
の
拡
散
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、

大
気
中
核
実
験
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
る

な
か
で
放
射
性
物
質
に
よ
る
地
球
汚
染

が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
核
実
験
禁
止

を
求
め
る
国
際
世
論
が
高
ま
っ
た
。
一

九
六
二
年
に
は
、
工
業
化
に
よ
る
「
豊

か
な
生
活
」
を
享
受
し
つ
あ
っ
た
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ

ン
が
『
沈
黙
の
春
』
を
発
表
し
て
合
成

化
学
物
質
に
よ
る
生
態
系
破
壊
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
、
一
九
七
〇
年
に
は
、
地
球

環
境
保
全
を
求
め
る
三
〇
万
人
以
上
が

参
加
す
る
「
ア
ー
ス
・
デ
イ
」
が
全
米

各
地
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
一
九
六
八

年
、
研
究
者
、
実
業
家
、
政
治
家
ら
が

集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
ロ
ー
マ
・
ク
ラ

ブ
は
、
独
自
に
開
発
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
・
モ
デ
ル
を
も
と
に
し
て
地
球
環
境

の
将
来
予
測
を
行
い
、
一
九
七
二
年
に

『
成
長
の
限
界
』
を
発
表
し
て
、
資
源

の
枯
渇
、
環
境
汚
染
、
食
糧
不
足
に
よ

る
環
境
危
機
を
回
避
す
る
た
め
の
対
策

の
必
要
性
を
訴
え
た
。
ま
た
同
年
に
は

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
国
連
初
の
環
境
問

題
に
関
す
る
国
際
会
議
「
人
間
環
境
会

議
」
が
開
催
さ
れ
、
東
西
冷
戦
の
最
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
進
国
の
み
な
ら

ず
途
上
国
も
含
む
多
数
の
政
府
お
よ
び

非
政
府
組
織
が
参
加
し
、
開
発
と
環
境

の
両
立
を
謳
う
「
人
間
環
境
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
た
（
参
考
文
献
①
）。

　

人
間
環
境
会
議
に
先
だ
っ
て
先
進
諸

国
で
は
工
業
化
に
と
も
な
う
深
刻
な
環

境
汚
染
・
破
壊
に
直
面
す
る
な
か
、
環

境
行
政
専
門
部
局
の
設
置
や
環
境
関
連

法
制
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。
そ

の
時
日
本
で
は
水
俣
病
等
の
激
甚
な
公

害
病
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
中
国
な
ど
途
上
国
に
お
い
て
は
、
貧

困
か
ら
の
脱
却
の
た
め
の
開
発
こ
そ
が

優
先
課
題
で
あ
っ
た
も
の
の
、
国
連
人

間
環
境
会
議
に
お
い
て
先
進
諸
国
に
お

け
る
環
境
問
題
の
深
刻
さ
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
自
国
の
環
境
問
題
に
向
き

合
う
契
機
と
な
っ
た
。

　

人
間
環
境
会
議
以
降
の
一
連
の
国
連

会
議
を
受
け
、
日
本
の
提
唱
を
き
か
っ

け
に
一
九
八
四
年
に
「
環
境
と
開
発
に

関
す
る
世
界
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、

当
時
ノ
ル
ウ
ェ
ー
首
相
で
あ
っ
た
ブ
ル

ン
ト
ラ
ン
ト
を
委
員
長
と
し
て
、
東

西
、
先
進
国
と
途
上
国
等
の
隔
て
な

く
、
世
界
各
国
の
大
臣
級
政
治
家
や
専

門
家
が
召
集
さ
れ
た
。
こ
の
ブ
ル
ン
ト

ラ
ン
ト
委
員
会
は
三
年
に
わ
た
る
討
議

を
経
て
一
九
八
七
年
に“O

u
r C

o
m

-

m
o
n
 F

u
tu

re ”

「
わ
れ
ら
共
有
の
未

来
」
と
題
す
る
報
告
書
を
公
表
し
、

「
将
来
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
能

力
を
損
ね
る
こ
と
な
く
、
今
日
の
世
代

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
よ
う
な
開
発
」
と

し

て“S
u
sta

in
a
b
le

 D
e
ve

lo
p
-

m
en

t ”

（
以
降
、
Ｓ
Ｄ
）
と
い
う
概
念

を
打
ち
出
し
た
（
参
考
文
献
②
）。
そ

の
後
Ｓ
Ｄ
は
一
九
九
二
年
に
リ
オ
・

デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
「
地

球
サ
ミ
ッ
ト
」（
環
境
と
開
発
に
関
す

る
国
連
会
議
）
に
お
い
て
主
要
課
題
と

な
っ
た
。
以
降
Ｓ
Ｄ
は
、
国
際
交
渉
の

み
な
ら
ず
、
各
国
、
各
地
方
、
各
地
域

レ
ベ
ル
で
の
環
境
と
開
発
を
め
ぐ
る
諸

問
題
を
解
決
し
う
る
概
念
と
し
て
期
待

を
こ
め
て
多
用
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
環
境
と
開
発
に
関
す
る
研

究
や
政
策
の
進
展
に
つ
い
て
は
め
ざ
ま

し
い
も
の
が
あ
る
と
は
い
え
、
途
上
国

で
あ
れ
、
先
進
国
で
あ
れ
「
危
機
」
か

ら
自
由
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例

え
ば
二
〇
〇
一
年
か
ら
〇
五
年
に
か
け

て
行
わ
れ
た
「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
エ

コ
シ
ス
テ
ム
評
価
」
で
は
、「
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
観
点
か
ら
生
態
系

の
変
化
が
人
間
の
福
利
（h

u
m

an
 

w
ell-b

ein
g

）
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
評
価
が
行
わ
れ
た
結
果
、
過
去
五
〇

年
以
上
に
わ
た
る
大
規
模
な
生
態
系
の

改
変
は
、
人
間
の
福
利
と
経
済
発
展
に

大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、

す
べ
て
の
地
域
・
集
団
が
利
益
を
享
受

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
む
し
ろ
多
く

の
人
々
が
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
、

ま
た
疾
病
の
発
生
、
水
質
の
急
激
な
変

化
、
気
候
変
動
な
ど
の
よ
う
に
、
自
然

大
塚
健
司

特
集
に
あ
た
っ
て

― 
生
態
危
機
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

―
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生
態
系
に
非
線
形
的
か
つ
予
測
困
難
な

突
発
的
な
変
化
や
不
可
逆
的
変
化
が
生

じ
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
人
間
の
福

利
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
こ
と

等
、
環
境
・
経
済
・
社
会
の
「
サ
ス
テ

イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」“su

stain
ab

ility ”

が
依
然
と
し
て
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

③
）。
私
た
ち
人
類
は
、
長
期
に
わ

た
っ
て
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
と

い
う
大
き
な
課
題
を
背
負
っ
た
ま
ま
、

「
開
発
」
や
「
発
展
」
を
求
め
続
け
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

近
年
の
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
、
経

済
開
発
の
進
行
、
人
口
・
地
域
構
造
の

変
容
、
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
の

頻
発
等
に
よ
っ
て
環
境
・
経
済
・
社
会

の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
局
面
が
多
々
み
ら
れ
る
。
中
国

で
は
改
革
開
放
以
降
、
沿
海
部
を
中
心

に
し
た
目
覚
ま
し
い
経
済
成
長
は
、
環

境
汚
染
・
破
壊
を
国
土
の
広
範
囲
に
引

き
起
こ
す
と
と
も
に
、
地
域
・
階
層
間

格
差
の
拡
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
自

然
災
害
の
頻
発
化
や
環
境
問
題
の
深
刻

化
は
地
理
的
・
経
済
社
会
的
条
件
が
不

利
な
地
域
・
階
層
に
大
き
な
打
撃
と
な

る
。
さ
ら
に
ア
ジ
ア
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
の

内
陸
深
く
に
目
を
移
し
て
い
く
と
、
厳

し
い
自
然
環
境
条
件
の
下
、
歴
史
的
、

文
化
的
な
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、

か
つ
政
治
・
経
済
・
社
会
の
大
き
な
変

動
に
も
ま
れ
な
が
ら
適
応
・
変
容
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
た
地
域
社
会
・
集
団

が
視
野
に
入
っ
て
く
る
。
翻
っ
て
足
元

の
日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
と
も
な

う
成
熟
社
会
を
迎
え
る
な
か
、
山
間
部

を
中
心
に
人
口
減
少
が
加
速
し
、
自
然

と
共
生
し
て
き
た
集
落
の
維
持
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
、
国
土
の
新
た
な
脆
弱
性
要

因
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
は
二
〇

一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
、
東
北
沿
岸
地
域
の
農
漁
村
が
津
波

に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
る
と
と
も

に
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
っ
て
放
射
性
物
質
が
東
日
本
を
中

心
に
国
土
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
拡
散

し
、
い
ま
だ
多
く
の
人
々
が
長
期
に
わ

た
っ
て
仮
住
ま
い
や
避
難
を
強
い
ら
れ

て
い
る
等
、「
復
興
」
を
め
ぐ
っ
て

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
ア
ジ
ア
の
「
成
長
」
の
中
心
か
ら

視
点
を
ず
ら
し
て
い
く
と
、
環
境
と
開

発
を
め
ぐ
っ
て
長
期
的
な
視
野
を
必
要

と
す
る
問
題
群
が
改
め
て
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。

　

環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会

に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
今
日

の
環
境
と
開
発
を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
、

ロ
ー
カ
ル
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル

に
ま
で
「
網
目
の
な
い
織
物
」
の
よ
う

に
広
が
っ
た
「
経
済
的
か
つ
生
態
学
的

相
互
依
存
関
係
」
の
な
か
で
、
世
代
内

お
よ
び
世
代
間
に
お
け
る
「
サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
が
脅
か
さ
れ
た
「
生
態

危
機
」
と
い
う
べ
き
状
況
の
な
か
で
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
も

そ
も
Ｓ
Ｄ
を
問
う
こ
と
は
、
自
然
と
人

間
を
含
め
た
自
然
・
社
会
生
態
シ
ス
テ

ム
の
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
問

う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
「
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
に
は
、
人
間
の

経
済
社
会
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

自
然
生
態
系
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前

提
と
し
つ
つ
、
そ
の
な
か
で
地
域
環
境

と
地
球
環
境
を
現
世
代
が
保
全
・
利
用

し
な
が
ら
将
来
世
代
に
い
か
に
引
き
継

い
で
い
け
る
の
か
と
い
う
問
題
が
含
意

さ
れ
て
い
る
。
生
態
危
機
と
サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
コ
イ
ン
の
裏
表
の
関
係

に
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
戻
り
、
長

期
に
わ
た
る
環
境
と
社
会
の
変
化
の
な

か
で
人
々
は
危
機
や
災
い
に
ど
の
よ
う

に
対
応
し
、
ま
た
国
や
地
方
の
政
策
が

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
の
か
を
問
い
な
が
ら
、
複
雑
化
し

た
現
代
社
会
シ
ス
テ
ム
を
自
然
生
態
系

と
の
関
係
か
ら
解
き
ほ
ぐ
し
「
現
実
の

生
態
危
機
へ
の
対
応
に
関
す
る
経
験
知

の
総
合
の
試
み
」
と
し
て
サ
ス
テ
イ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
論
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

い
ま
改
め
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
特
集
は
、
二
〇
一
二
〜
一
三
年
度
に

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
て
実
施
し
て
い

る
「
長
期
化
す
る
生
態
危
機
へ
の
社
会

対
応
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
研
究
会
に
お
け

る
初
年
度
の
成
果
で
あ
る
中
間
報
告
書

を
足
が
か
り
と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ

ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
知
見
を
中
心

と
し
た
リ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
関
連
・
隣

接
領
域
の
第
一
線
で
研
究
さ
れ
て
い
る

包
茂
紅
北
京
大
学
教
授
、
高
倉
浩
樹
東

北
大
学
教
授
、
山
下
祐
介
首
都
大
学
東

京
准
教
授
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
構

成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
二

年
六
月
に
合
同
研
究
会
を
開
催
し
た
総

合
地
球
環
境
学
研
究
所
の
窪
田
順
平
教

授
か
ら
は
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
を
い
た
だ
い

た
。
本
特
集
が
「
生
態
危
機
と
サ
ス
テ

イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
に
関
す
る
経
験
知
の

結
集
の
一
翼
を
担
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
お
お
つ
か　

け
ん
じ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

環
境
・
資
源
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
参
考
文
献
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サ
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